
誰にでもできる流星眼視観測 

     

    松江星の会     安部裕史 

1 2017/10/21 第32回Sun-in 星の集い2017 in 大山 



眼視観測の種類 

 

１．プロット観測（記録観測） 

   流星が流れた経路を流星観測用星図に記録（プ
ロット）する観測 

 

２．計数観測 

   流星の出現数を観測 
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プロット観測 

１．目的 

 ・中小流星群の活動状況を知る 

 ・中小流星群の輻射点（放射点）を明らかにする 

 ・新しい流星群を検出する 

 ・群判定の精度を向上させる 

 

２．観測用星図（全部で33種類が公開） 

 ・普通はNo.1 – 12の12枚を組み合わせて利用と良い。 

 ・原版はA4。A3に拡大して利用すると良い。 
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プロット観測 
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プロット観測 
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プロット観測 
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プロット観測 
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１．観測の整理 

 ・１時間あたりの出現数（HR） 

  = 流星数／観測時間（分）＊60 

 

 ・１時間あたりの修正出現数（CHR） 

  = １時間あたりの出現数を 

    「最微光星6.5等」「雲量0」を条件として修正 

 



プロット観測 
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計数観測 

１．個人 
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計数観測 

２．グループ 
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多重計数観測 
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多重計数観測 
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・ ２人で観測した場合 

 N 真の流星数 

 = NA観測者Aの全流星数＊NB観測者Aの全流星数 

  / nAB 観測者A,Bがともに見た流星数 

   = NA＊NB / nAB 

 

（例）1時間で Aさんが18、Bさんが15、AさんBさんとも
に見た流星を12とすると、 

  真の流星数 = 18＊15 / 12  → 22.5 

   

 



多重計数観測 
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・ K人で観測した場合 

 

 捕捉率 Pi = Σnij / ΣNj 

 

 真の流星数 N = n / 1-(1-P1)(1-P2)＊…＊(1-PK)    

            P1.2….Kは捕捉率 

 

 



特殊な計数観測 

・ ラムカ計数観測 

   天域の一部を区切って計数観測をする。 

    （例）流星数が多いふたご座流星群の観測 

 

・ 多重ラムカ計数観測 

   複数の観測者が同じ天域をラムカ計数観測する
ことで、観測者の評価（捕捉率・明るさ・速さ・群の判    
定など）が可能。 

   観測する場合は、一人の観測者に一人の記録者
を付けると良い。 
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プロット観測×計数観測 

・ 計数観測はメジャーな流星群の極大に合わせて同
好会やクラブで実施されることが多いため、計数観
測が流星観測の入門のように考えられがち。 

・ 精度の高い計数観測は記録観測の経験の上に成
り立つもの。その意味で、記録観測を計数観測の練
習に用いるのもよい。 

・ この場合、何人かグループの人がいるなら、全員が
同じ視野を観測し、観測中は光度などの比較を積極
的に行い、観測後は経路の比較などを行うと上達が
早い。 
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まとめ 

・ 流星観測は、星空との一体感があります。 

・ 流星観測は、星座や星の名前を覚えることができま
す。 

・ 特に、プロット観測はおすすめです。一人でもできま
すが、観測精度を上げていくためにも、二人以上で
観測すると良いです。そして、観測が終わったら、観
測結果を比較して見ましよう。 
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まとめ 

・ グループ係数観測は、みんなでいっしょに流星を見
ることができて楽しいです。 

・ 観測者の評価のために、多重係数観測もやってみ
ましょう。ふたご座流星群のように流星数が多い流
星群では、多重計数ラムカ観測もしてみてください。 

・ 写真観測や電波観測を同時にすると楽しみが膨ら
みます。 

・ 観測用星図や記録用紙は日本流星研究会ホーム
ページで公開されています。観測したら、日本流星
研究会に報告しましょう。 
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観測記録 
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観測記録 
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記録を残すことは大切です 
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